
Slackを無償で使い倒すツー
ルを作った話

株式会社グローバルネットコア

高津 伸哉



Slack活用してますか？
• 弊社では2014年6月から利用開始。

• 日々の業務で活用され、メインワークスペースのChannel数は20

オーバー。

• Slack APPを利用し、社内・社外のシステムと連携

⇒ netatomo、 IFTTTと連携し、部屋内の二酸化炭素濃度を

通知とか。 。



Slack否定派の意見
• IP Messenger じゃダメなの？

o Slackの方がオープンで認識共有・意見交換できて良いですよ。

o 内緒話はIP Messenger（もしくはダイレクトメッセージ）でどうぞ。

• 投稿に抵抗があるんだけど。。

o 慣れてください。固い空気では無いのでお気軽に。

• 昔の投稿が見れないと、業務で使うには不安

o 有料版なら見れますよ。



無償利用の限界

コレが問題

https://globalnetcore.slack.com/plans

https://globalnetcore.slack.com/plans


抜け道を探す

• 素直に有料版にする

•お金をかけずに何とかならないか。

o Slack管理画面から、投稿データのExport
が出来るらしい。

o Slack APIからも同じことが可能そう。



お試し
channels.historyを実行

Slack上で見れなくなった
データも取得出来てる！！

※考えてみれば、フリープランから有料
版に切り替えた際に過去投稿を参照可能
にするならデータは保持してるよね。。



調査

過去ログのViewerがあれば解決しそう！

車輪の再発明は避けたい。（楽したい）

絶対に誰かViewerを作ってるはず！

と調べるが・・・



調査例1 馴染みのない言語
• 見た目シンプル過ぎない？検索機能

ないし。

• Node.jsのカスタマイズ難しそう。。
（個人的に）

⇒ やっぱり使い慣れた言語

が良いなぁ。

メンテ出来る人いないし・・。



調査例2 表示量考えてない
• 見た目かなり良い感じ！

• Pythonかぁ。。まぁ、なんとかなるかな。

インストールしてみた。

↓

• コレ、HTML一枚でChannnelの投
稿全部表示してる！？重っ！！

• 検索の機能もないのね。。



調査例3 まともに動かない
• PHPは有難い。

• GitHubではソースコード1ファイルの
み。大丈夫かな？試してみた。

↓

• なんか凄い数のエラーが吐かれるんで
すけど！！

• （修正して）一応、HTML出力され
るけど、それだけ。

• なんかコードが素人臭い。。

正規表現使えば、もっと簡単

に出来そう。



調査例 (番外) 使われないツール
Kibanaを用いたSlackの統計情報の可視化と全文検索
https://qiita.com/shinkbr/items/1d4cbec07996a5d65bee

• やりたい事はほぼ一致、おまけに統計
情報の可視化も可能！

• ElasticsearchとKibanaを軽く勉強
して、Slackデータを取り込み、社内
で公開。

↓

• ユーザの反応皆無！

• Kibanaで検索って敷居高いよね。。

経験値にはなりました。

https://qiita.com/shinkbr/items/1d4cbec07996a5d65bee


自前で作ろう！
• 日々の投稿データを蓄積

o 1日1回で前日投稿分を取得（リアルタイム性は問わない）

• チャンネルの投稿データを年月毎に表示
o JsonからHTMLへの変換は、調べたコードを参考に

• 検索機能必須
o FESS（フリーの全文検索システム）を利用（工数削減）

（以前、導入しようと調査した経験アリ）



概要イメージ



Slackデータの取得
公式でデータ取得APIが用意されているので、それを使えばOK！

今回使用したAPIは下記の通り

・ユーザ情報取得

（公式マニュアル https://api.slack.com/methods/users.list ）

・チャンネル情報取得

（公式マニュアル https://api.slack.com/methods/channels.list ）

・チャンネル投稿データ取得

（公式マニュアル https://api.slack.com/methods/channels.history ）

https://api.slack.com/methods/users.list


JSON ⇒ HTML変換バッチ

QiitaやGitHubにあるソースを参考に、ゴリゴ

リ変換プログラム（PHP）を書く。

※参考にしたソースが腐ってたので、余計に苦

労した。

なるべく本物に近い雰囲気にしたかったので、

Web版SlackのHTML、CSSを解析。

{
"client_msg_id": "c909a035-9ace-4707-b760-5089a6b521d7",
"type": "message",
"text": 

"Trello¥u306bSprint09¥u306e¥u30dc¥u30fc¥u30c9¥u3092¥u4f5c¥u6210¥u3057¥u307e
¥u3057¥u305f¥u3002",

"user": "U03KRSXJ1",
"ts": "1554879148.050800"

},
{

"client_msg_id": "61a3b9af-1cc3-44f1-ad28-3cdec3470911",
"type": "message",
"text": 

"¥u6b21¥u56de¥u306f4¥/15(¥u6708)15¥u6642¥u304b¥u3089¥u3067¥u8a2d¥u5b9a¥u30
57¥u307e¥u3057¥u305f¥u3002¥n¥u3053¥u3061¥u3089¥u306e¥u5185¥u5bb9¥u3092¥u
4e88¥u5b9a¥u3057¥u3066¥u3044¥u307e¥u3059¥u3002¥n```¥n¥u30fb¥u524d¥u56de¥u
4f5c¥u6210¥u3057¥u305f¥u696d¥u52d9¥u30d5¥u30ed¥u30fc¥u306b¥u5f93¥u3063¥u3
066¥u3001¥u4eee¥u60f3¥u7684¥u306b¥u4e00¥u5ea6¥u56de¥u3057¥u3066¥u307f¥u30
8b¥n    
¥u5c0e¥u5165¥u30fb¥u969c¥u5bb3¥u5bfe¥u5fdc¥u30fb¥u89e3¥u7d04¥n¥n¥u30fb¥u3
05d¥u306e¥u4e0a¥u3067¥u6539¥u5584¥u70b9¥u3092¥u6d17¥u3044¥u51fa¥u3057¥n``
`¥n¥u305d¥u308c¥u307e¥u3067¥u306b¥u3001MFW¥u306b¥u3064¥u3044¥u3066¥u540
4¥u81ea¥u3067¥u696d¥u52d9¥u30d5¥u30ed¥u30fc¥u6539¥u5584¥u70b9¥u306e¥u4e8
b¥u524d¥u6d17¥u3044¥u51fa¥u3057¥u306e¥u691c¥u8a0e¥u3092¥u304a¥u9858¥u304
4¥u3057¥u307e¥u3059¥u3002",

"user": "U03KRSXJ1",
"ts": "1554874301.050200"

},

投稿データJSON（一部抜粋）



検索機能
FESSのインストールと設定

o当初はDockerで立てたが、性能が出ず。。

o FESS内部でElasticsearchを持っているが、こちらもイマイチだったため、
外部のElasticsearchを参照するように設定。

o クロール設定

⇒ メッセージ単位に検索出来るように、クロール用、参照用と

HTMLを別に用意した。



そして出来上がったものがコチラ



メッセージ閲覧画面

FESS検索窓

月毎、Channnel毎に表示



検索窓

検索結果のページ内遷移と、ハ
イライトはjQueryで実現



Slack（本物） Slack-Archive（偽物）

比較



補足

プライベートチャンネルや、ダイレクトメッセージは対
応していません。

-- Slackヘルプページからの転記 --

プライベートチャンネルやダイレクトメッセージ、グループ DM からコンテンツをエクスポートする際
には、ワークスペースのオーナーは Slack に連絡し、エクスポートを申請する必要があります。申請の
際には、ワークスペースのオーナーは毎回必ず以下のいずれかを Slack へ提出する必要があります。こ
れらの提出がない場合、データのエクスポート申請は却下となりますのでご注意ください。

(a) 政府機関もしくは規制当局による有効かつ拘束力のある要求 (命令) 書
(b) メンバーの同意書
(c) データのエクスポートが適切な法律および規定に基づく請求・権利であることの証明。



苦労した点
・jsonの解読
⇒ 引用や、画像プレビュー、ファイルDLなどそれなりにパターンがある。

対応するためのコーディングがツライ。

・FESSのクロール設定
⇒ 当初は月単位で作成した閲覧ページに対してクロールしていた。

検索窓で表示される内容が、月単位になるため使い物にならなかった。

・ページ構成
⇒ 投稿閲覧ページ以外、あまり考えて無かった。。

使い易い構成にするため、TOPページや、サイドメニューは関係者の意見を取り入れました。



評価
• 利用者からはそれなりに高評価！
⇒ 「安心してSlackを使える！」、「検索助かる！」 等々。

ただし、たまに「偽Slack」とか呼ばれる（悲しい） 。

Slackのデザインを流用しすぎて、区別し辛いとの声も・・。

・Slack否定派の人にこそ使ってもらいたいんだけど、あんまり
利用されてないっぽい？
⇒ 薄々気付いていましたが、Slackを普段使わない人が、こういったツール積極的

に使わないよね・・・。



所感

• 以前のスクラム開発で触ったDocker、Elasticsearch、FESS等の
経験があったため、スムーズに開発が行えた。（デザインを除いた製
造部分は３～４日程度）

• 検索部分をFESSに丸投げすることで、大分楽に構築出来た。全文
検索を自前で作成するのは大変。
⇒ Slackの投稿をそのままElasticsearchに投入すれば、分析・可視化が可能。

もう少しNoSQLを勉強して、検索の機能を自前で設けたい。



最後に
• Qiitaの「やってみた」系の記事単体では、参考程度で終わってしま

うが、組合せ＋αのアイデアで実用に耐えるツール、システムをお手
軽に構築出来た！！
⇒ 新しい技術や、トレンドへの興味が大事。

作成したツールが利用されればモチベーションアップで、良いサイクルに。

• 最初のアイデアはスクラム開発でのバズ・セッションから。フワッとした
アイデアを、「アレが使えそう」、「こうすればもっと簡単、便利」と議
論していくのが楽しい。

⇒ 緩い感じのDevOpsがおススメです。


